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（別紙様式４） 

職業実践専門課程の基本情報について   

学  校  名  設置認可年月日  校 長 名  所   在   地 

香蘭ファッション 

デザイン専門学校 

昭和５１年９月１日 校長 深田勝久  〒８１０－００７４   

福岡県福岡市中央区大手門２丁目１０番５号 
     （電話）０９２－７５１－１３３１ 

 設 置 者 名  設立認可年月日  代 表 者 名  所   在   地 

学校法人山内学園 昭和３３年 

１月１０日 

理事長 坂根康秀  〒８１１－１３１１ 
福岡県福岡市南区横手１丁目２番１号 
     （電話）０９２－５８１－１５３８ 

目 

的 

職業に必要な実践的かつ専門的な能力を育成する事を目的として、専攻分野における実務に関する知
識・技術及び技能について、企業などと連携を図り教育を行う。 

課 程 名 学 科 名 修業年限 
（昼、夜別） 

全課程の修了に
必要な総授業時
数又は総単位数 

専門士の付与 高 度 専 門 士 

の 付 与 

服飾専門課程 ファッションテク
ニカル科 

２年（昼） 2165単位時間 

 

平成７年１月２３
日文部科学大臣告

示第７号 
- 

教育課程 

講義 演習 実験・実習・実技 

786単位時間 

 
552.5単位時間 

 
826.5単位時間 

 

生徒総定員 生徒実員 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

８０人 ７６人 ３人 ３人 ６人 

学期制度 ■前期：４－９月 

■後期：１０－３月 

 

成績評価 ■成績表（有・無） 

■成績評価の基準・方法について 

前後期試験・欠席日数・提出物 

 

長期休み ■学年始め：４月上旬 

■夏  季：７月下旬～８月末 

■冬  季：１２月下旬～１月上旬 

■学 年 末：３月下旬 

卒業・進級条件 卒業進級判定会議、 

前後期試験・欠席日数・提出物 

 

生徒指導 ■クラス担任制（有・無） 

■長期欠席者への指導等の対応 

面接指導（クラス担任、生活指導係） 

課外活動 ■課外活動の種類 

モデルクラブ 

■サークル活動（有・無） 

主な就職先 ■主な就職先、業界 

ファッション業界 

■就職率 ９８％ 

主な資格・検定 ﾊﾟﾀｰﾝﾒｰｷﾝｸﾞ技術検定 

ﾌｧｯｼｮﾝ色彩能力検定 

中途退学の現状 ■中途退学者5名  ■中退率 6 ％（テクニカル科全体で） 

令和５年3月31日現在 在学者288 テクニカル科76名中 

■中途退学の主な理由 

進路変更、体調不良、経済的理由など 

■中退防止のための取組 

個人面談（クラス担任、生活指導係） 

ホームページ URL:https://koran.jp 
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１．教育課程の編成 

（教育課程の編成における企業等との連携に関する基本方針） 

① 常に社会のニーズに応えうる教育内容を何よりも大切に考え、職業教育機関として、企業で即戦力となる 人

材を育成せねばならない。 

② 目的に応じた分野における実務上の知識・技術及び技能を教授し、職業に必要な、実践的かつ専門的な能力を

育成することを目的とする。 

（教育課程編成委員会等の全委員の名簿）                     令和４年5月1日現在 

名 前 所   属 

石井 幸子 社団法人日本洋裁協会 理事 

金古 嘉喜 協同組合オロシアム福岡 理事長 

日永 裕章 一般社団法人日本アパレル・ファッション産業協会 福岡支部長 

小竹 敦之 小竹正株式会社 代表取締役社長 

永野 雅一 アドヴェンチャーホールディングス株式会社 取締役 

今泉 勇太 株式会社ビーザワン 取締役部長 ディレクター、卒業生 

立山 雄一 株式会社ランランラン 代表取締役 デザイナー 、卒業生 

坂根 潤樹 学校法人山内学園 副理事長 

（開催日時）第１回 令和４年１１月１６日 １６：００～１８：００ 

第２回 令和５年３月１７日 １４：００～１６：００ 

２．主な実習・演習等 

（実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針）様式３参照 

科 目 名 科 目 概 要 連 携 企 業 等 

ソーイングⅠ ニーズを汲み取って製作することを学ぶ かんべ笑会（1年） 

Koga sewing（2年） 
ソーイングⅡ ニーズを汲み取って製作することを学ぶ 

  

  

  

   

  

  

  
 

３．教員の研修等 

（教員の研修等の基本方針）・各科の実践的な授業と連携させるために、業界で必要とされる資格（日本ファ

ッション教育振興協会パターンメーキング検定、一級婦人子供服既製服パターンメーキング作業検定、職業訓

練指導員、一般社団法人日本フォーマル検定）等を講義、実習適任な教員に対して研修として行う。 

 

・実務レベルで必要となる技術の向上のため、定期的に技術勉強会や、コミュニケーション能力や、マネージ

メント、販売能力の育成の為、実企業、店舗で商談・検品・販売の研修を行う。 

 

４．学校関係者評価 
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（学校関係者評価委員会の全委員の名簿）                     令和４年5月1日現在 

名 前 所   属 

石井 幸子 社団法人日本洋裁協会 理事 

金古 嘉喜 協同組合オロシアム福岡 理事長 

日永 裕章 一般社団法人日本アパレル・ファッション産業協会 福岡支部長 

小竹 敦之 小竹正株式会社 代表取締役社長 

永野 雅一 アドヴェンチャーホールディングス株式会社 取締役 

今泉 勇太 株式会社ビーザワン 取締役部長 ディレクター、卒業生 

立山 雄一 株式会社ランランラン 代表取締役 デザイナー 、卒業生 

坂根 潤樹 学校法人山内学園 副理事長 

西嶋 祐子 福岡県立香椎高等学校 

牧山 順子 香蘭ファッションデザイン専門学校同窓会五月会副会長 

田邊由紀子 香蘭ファッションデザイン専門学校ファッションデザイン専攻科 3年保護者 

 

 （学校関係者評価結果の公表方法）URL: https://koran.jp  

５．情報提供 

（情報提供の方法）URL: https://koran.jp  
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